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１．研究計画の概要 

(1)脳内ｱﾐﾛｲﾄﾞ蓄積の程度をｱﾐﾛｲﾄﾞﾍﾟｯﾄ(PIB-PET)検

査にて脳内ｱﾐﾛｲﾄﾞ蓄積の程度を視覚的および数量的

評価し、認知症、特に軽度認知障害(MCI)の診断や治

療における、PIB-PET の臨床的有用性を明らかにす

ることが目的である。 

(2)PIB-PET 検査を実施できた認知症患者の脳内ｱﾐﾛ

ｲﾄﾞ蓄積の程度および髄液ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰを検査する。また、

PIB-PET の視覚的評価と数量的評価の関係および測

定変動についても検討する。1-2 年後に PIB-PET の

再検査を実施し、心理検査による経時的変化との関

連性を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)視覚的に PIB-PET 陽性と判定した 18 名と 陰性

者 9名を対象に、皮質の MCDVR(Mean Cortical 

distribution volume ratio)を求めた。視覚的に陽

性群の MCDVR は 1.57、陰性群は 0.98 で、MCDVR 1.3

をｶｯﾄｵﾌ値とすれば、両群を分離することが明らかに

なり、判定に習熟していない医師でも、習熟した医

師と同程度の判定が可能と考えられた。 

(2) 3 名 AD を対象に、初回 PIB-PET 検査から 2週間

以内に同一条件で再測定を行い、MCDVR の測定変動

を求めた。平均誤差 7.6％で、PIB-PET の再現性試

験では測定誤差が 10％以内であることが明らかに

なった。 

(3) PIB-PET で陽性率は、アルツハイマー群(AD、45

名)では 86.7％、MCI 群(49 名)では 51.7％、健常者

(25 名)では 33.3％で、AD 群にも PIB-PET 陰性者が

存在し、逆に健常者と思われている中にも陽性者の

いることが明らかになった。 

(4) Aβ42 は、AD 群および MCI 群で、PIB-PET 陽性

群が有意(p<0.01)に低値を示した。Aβ42/40 比も、

AD 群および MCI 群で、PIB-PET 陽性群が有意

(p<0.01)に低値を示した。逆に、T-tau は AD 群およ

び MCI 群において有意な高値(p<0.03)を示した。

p-tau も同じ傾向があり、MCI 群において陽性群は

高値を示した(p<0.01)。また、Aβ42(r=0.524)およ

び Aβ42/40 比(r=0.465）と MCDVR との間には、有意

の負の相関関係を認めた。 

(5) ｱﾎﾟ E4 の有無と髄液ﾏｰｶｰとの間には、今のとこ

ろ有意の関連性は見られていない。 

(6) 33 名の PIB-PET を平均 16.9 か月後に再度検査

を実施した。MCDVR は、AD 群では 1.35 から 1.35、

MCI 群では、1.32 から 1.37 で、有意な変化は認めな

かった。 
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３．現在までの達成度 

＜区分＞②おおむね順調に進展している。（理由） 

(1)家族性認知症、前頭側頭型認知症、ﾚﾋﾞｰ小体型認

知症を含めて、PIB-PETは延べ194回、133名に実施。

(2)遺伝子検査および髄液検査、さらに PIB-PET を少

なくとも２回実施できた完全検査症例は 40 名であ

る。一部の症例では試験的に経時的に３回実施し、

安定性を確認した。まだ、遺伝子検査や髄液検査結

果が明らかでない症例があり、完全に評価できる症

例は増える。また、2回目の PIB-PET 検査実施予定

者もある。 

(3)現在のところ、最終的結論を得るだけの症例数に

は満たないが、現在の予定から判断すると、ほぼ予

定通り達成できていると考える。 

(4)ｶﾞﾝﾏｰｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ治療による PIB-PET の変化を検討

したり、非 AD 患者に対する検査の一環として

PIB-PET 検査を実施し、AD との鑑別の意義について

も検討していることから、ﾌﾟﾗｽαの成果も得られる

と考えている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

(1)すでに採取済みの髄液および血液検体の生化学

検査および遺伝子検査を早急に実施する。 

(2)PIB-PET の２回目の症例を優先して実施するが、

1年半程度の経過では測定変動を超えるｱﾐﾛｲﾄﾞ集積

を捉えることは困難であると推定され、可能な限り

初回の検査からの間隔を空ける予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線）
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